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平成 22 年 10 月 8 日 

各 位 

 

会社名 ダイビル株式会社 

代表者名 代表取締役社長執行役員 佐藤 博之 

（コード番号 8806 東証・大証第 1部） 

問合せ先 財務・経理部長 林 洋一 

（TEL 06-6441-1933） 

  

当社の親会社 株式会社商船三井 

代表者名 代表取締役社長執行役員 武藤 光一 

（コード番号 9104 東証・大証・名証第 1 部 福岡） 

問合せ先 グループ事業部 関連事業第二グループ 

 グループリーダー 青木 剛志 

（TEL 03-3587-6215） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 4 月 27 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので 

お知らせいたします。 

 なお、配当予想につきましては、年間 11 円（中間配当 5 円 50 銭、期末配当 5円 50 銭）に変更ありません。 

記 

 

１．平成 23 年 3 月期 連結業績予想数値の修正                 （金額の単位：百万円） 
(1) 第 2 四半期連結累計期間（平成 22 年 4 月 1日 ～ 平成 22 年 9 月 30 日）                    

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 17,300 4,700 4,000 1,700 14.58

今回発表予想（Ｂ） 17,300 4,700 4,000 600 5.14

増減額（Ｂ-Ａ） 0 0 0 △1,100 

増減率（％） ― ― ― △64.7 
(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 22 年 3 月期第 2四半期) 
16,950 4,796 4,212 2,069 17.75

 
 
(2) 通期（平成 22 年 4 月 1 日 ～ 平成 23 年 3 月 31 日）                           

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 35,000 10,000 8,500 4,300 36.87

今回発表予想（Ｂ） 35,000 10,000 8,500 3,500 30.01

増減額（Ｂ-Ａ） 0 0 0 △800 

増減率（％） ― ― ― △18.6 
(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 3 月期) 
33,639 9,269 8,182 4,276 36.66
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２．平成 23 年 3 月期 個別業績予想数値の修正                 （金額の単位：百万円） 
(1) 第 2 四半期累計期間（平成 22 年 4 月 1 日 ～ 平成 22 年 9 月 30 日）                      

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 12,700 4,400 3,700 1,600 13.72

今回発表予想（Ｂ） 12,700 4,400 3,700 550 4.72

増減額（Ｂ-Ａ） 0 0 0 △1,050 

増減率（％） ― ― ― △65.6 
(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 22 年 3 月期第 2四半期) 
12,371 4,471 3,878 1,960 16.81

 
 
(2) 通期（平成 22 年 4 月 1 日 ～ 平成 23 年 3 月 31 日）                           

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 25,700 9,400 7,900 4,100 35.15

今回発表予想（Ｂ） 25,700 9,400 7,900 3,400 29.15

増減額（Ｂ-Ａ） 0 0 0 △700 

増減率（％） ― ― ― △17.1 
(ご参考)前期実績 

(平成 22 年 3 月期) 
24,557 8,671 7,563 4,073 34.93

 
 
３．修正の理由 

(1) 連結 

第2四半期累計期間及び通期の業績につきましては、売上高、営業利益及び経常利益は概ね前回発表予

想通りとなる見込みであり、変更はありません。 

第2四半期累計期間の四半期純利益につきましては、株式相場の下落により保有株式の一部について特

別損失として投資有価証券評価損約3億円を計上したこと、また、特別利益として見込んでいた投資有価

証券売却益の計上を株式相場の低迷により一部見合わせたこと等により、当初予想を11億円下回る見込

みであります。 

なお、通期の当期純利益につきましても、株式相場の見通しが依然不透明な中、期初に予定しており

ました投資有価証券の売却による特別利益の計上を一部見送る可能性があるため、第2四半期累計期間の

業績予想を踏まえて修正いたします。 

 

(2) 個別 

第2四半期累計期間及び通期の個別の業績につきましても、上記と同様の理由により修正いたします。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な条件に基づき作成したものであり、実際の 

業績は様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 


